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議
会
広
報
特
別
委
員
会

全
国
入
賞
の
実
力
学
ぶ

情
報
共
有
で
議
会
活
性

◎
山
形
県
長な

が
い井
市

　

昭
和
29
年
に
１
町
５
カ
村
が
合
併

し
誕
生
。
人
口
約
２
万
９
８
０
０
人
、

面
積
２
１
４
・
69
平
方
㌔
㍍
で
、
県

南
部
の
置お

き
た
ま賜

盆
地
に
位
置
し
て
い
る
。

　

議
員
定
数
は
18
人
で
、
平
成
21
年

６
月
か
ら
市
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
を
開
始
し
て
い
る
ほ
か
、
議
員

全
員
協
議
会
を
毎
月
開
催
し
、
委

員
会
な
ど
の
情
報
を
共
有
し
て
い
る
。

ま
た
、
議
会
運
営
委
員
会
を
定
例
会

閉
会
後
も
開
催
し
、
議
会
中
の
内
容

点
検
な
ど
反
省
会
的
な
話

し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
る
。

◎
山
形
県
南な

ん
よ
う陽

市

　

昭
和
42
年
に
３
町
村
が

合
併
し
て
誕
生
。
人
口
約

３
万
４
６
０
０
人
、
面
積

１
６
０
・
70
平
方
㌔
㍍
で
、

長
井
市
の
東
側
に
隣
接
し

て
い
る
。

　

議
員
定
数
は
19
人
で
、

平
成
11
年
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
に
よ
る
議
会
中
継
に

取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、
年

２
回
、
３
日
間
に
わ
た
り
、

市
当
局
と
希
望
議
員
と
の

政
策
研
究
会
を
開
催
。
議

員
に
と
っ
て
、
い
い
勉
強
の

機
会
と
な
って
い
る
。

期
日
…
10
月
29
日
〜
30
日

場
所
…
山
形
県
長
井
市
・
南
陽
市

議
会
運
営
委
員
会

◎
宮
城
県
大た

い
わ
ち
ょ
う

和
町
議
会

　

大
和
町
は
、
仙
台
市
の
北
部
に
隣

接
し
、
総
面
積
２
２
５
・
59
平
方
㌔

㍍
の
う
ち
、
山
林
は
約
40
％
で
平
地

が
多
い
。
近
年
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
関

連
の
企
業
進
出
が
進
み
、
人
口
も
増

加
傾
向
に
あ
る
（
平
成
21

年
12
月
31
日
現
在
、
２
万

４
７
５
３
人
）。

　

大
和
町
議
会
の
議
会
だ

よ
り
は
、
平
成
17
年
度

全
国
町
村
議
会
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
で
入
賞
す
る
な
ど

評
価
が
高
い
。
議
会
広
報

編
集
特
別
委
員
会
は
、
常

任
委
員
会
か
ら
推
薦
さ
れ

た
６
人
で
構
成
。
定
例
会

の
翌
々
月
１
日
に
発
行
し

て
い
る
。
委
員
は
、
議
案

審
議
な
ど
の
原
稿
作
成
の

ほ
か
、
掲
載
写
真
の
検
討

を
行
う
。
一
般
質
問
は
本

市
と
同
じ
１
人
１
㌻
で
、

本
年
度
か
ら
紙
面
の
フ
ル

カ
ラ
ー
化
と
す
る
な
ど
、
読
み
や
す
い

広
報
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

議
会
だ
よ
り
の
副
題
を
、
町
名
に
ち

な
ん
で
「
対
話
」
と
し
、
町
民
の
声

を
掲
載
す
る
な
ど
、
身
近
な
広
報
づ

く
り
に
努
め
て
い
る
。

期
日
…
11
月
4
日
〜
5
日

場
所
…
宮
城
県
大
和
町

大
和
町
の
委
員
の
皆
さ
ん
に
も
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た

長
井
市
の
議
会
運
営
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
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◎
日
本
共
産
党
会
派
は
、
昨
年
10
月
８
日
、
市

内
６
カ
所
の
文
化
施
設
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

視
察
で
は
、
担
当
職
員
か
ら
、
施
設
の
特
長
や

課
題
な
ど
、
詳
し
い
説
明
を
聞
き
な
が
ら
行
い
、

充
実
し
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
旧
町

村
ご
と
に
民
俗
資
料
館
が
あ
り
ま
す
が
、
将
来

的
に
は
運
営
や
管
理
の
在
り
方
が
課
題
に
な
る
の

で
は
な
い
か
、
ま
た
、
資
料
館
へ
の
来
場
者
の
拡

大
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
課
題
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

安
代
漆
工
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
作
業
現

場
も
視
察
し
な
が
ら
漆
器
技
術
の
説
明
を
聞
き
、

全
国
的
に
も
レ
ベル
の
高
い
研
修
セ
ン
タ
ー
で
あ
る

こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。　
　
　
　

◎
昨
年
11
月
22
日
か
ら
23
日
ま
で
、
自
治
体
問

題
研
究
所
主
催
の
「
第
14
回
全
国
小
さ
く
て
も

輝
く
自
治
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
小
さ
く
て
も
合
併
し
な
い

で
地
域
住
民
の
暮
ら
し
を
守
って
い
く
、
全
国
57

町
村
長
が
呼
び
掛
け
人
と
な
って
開
催
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
今
回
は
福
島
県
大お

お
た
ま玉
村
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
住
民
の
顔
の
見
え
る
利
点
を
生
か

し
、
保
健
・
福
祉
行
政
を
前
進
さ
せ
る
取
り
組

み
の
ほ
か
、
中
山
間
地
の
特
長
を
生
か
し
た
村
づ

く
り
や
、
近
隣
市
町
村
と
の
共
同
の
取
り
組
み

を
前
進
さ
せ
、
全
国
的
に
連
携
を
強
め
る
交
流

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

火
山
を
観
光
振
興
に
積
極
活
用

　

緑
松
会
で
は
、
昨
年
11
月
、
火
山
を
有
す
る

自
治
体
の
観
光
振
興
と
観
光
協
会
の
取
り
組
み

に
つい
て
、
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

◎
長
崎
県
雲う

ん
ぜ
ん仙
市
観
光
物
産
ま
ち
づ
く
り
推
進

本
部

　

雲
仙
市
は
、
７
町
が

合
併
し
、
主
産
業
が
農

業
と
観
光
の
ま
ち
で
し

た
。
観
光
面
で
は
、
普

賢
岳
噴
火
直
後
は
灰

の
影
響
を
受
け
ま
し
た

が
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
努

力
や
、
噴
火
を
見
に
来

る
客
が
増
え
た
た
め
、

影
響
は
少
な
く
な
り
ま

し
た
。
観
光
施
策
で
は
、

ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
取
り
組

み
、
泉
質
の
違
う
温
泉

を
生
か
し
た
健
康
づ
く

り
観
光
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

対
策
（
ア
ジ
ア
各
国
へ

発
信
）
や
、
国
の
観
光
圏
事
業
への
取
り
組
み
な

ど
、
各
種
団
体
や
他
産
業
と
の
連
携
に
よ
る
雲

仙
市
観
光
審
議
協
議
会
を
設
立
し
、
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

◎
熊
本
県
阿あ

そ蘇
市
観
光
協
会

阿
蘇
市
観
光
協
会
は
、
会
員
数
（
口
数
）
１
６

０
で
、
職
員
３
人
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
観
光

地
の
規
模
の
割
に
は
職
員
の
少
な
さ
に
驚
き
ま
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
無
く
、
主
に
Ｐ
Ｒ
活
動
と

の
事
で
し
た
。
阿
蘇
周
辺
も
通
過
型
や
高
速
道

路
１
０
０
０
円
で
の
日

帰
り
客
増
加
の
課
題
も

あ
り
、
海
外
へ
の
発
信

や
、
観
光
地
が
オ
フ
に

な
る
冬
期
対
策
な
ど
、

時
間
が
か
か
っ
て
も
行

き
た
い
観
光
地
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。

両
市
と
も
、
観
光
客
の

減
少
の
推
移
は
本
市
と

類
似
し
て
い
ま
し
た
。

広
域
観
光
圏
作
り
や
滞

在
型
観
光
を
目
指
し
て

お
り
、
火
山
や
農
業
活

用
な
ど
の
教
育
旅
行
な

ど
の
体
験
型
観
光
や
地
産
地
消
な
ど
に
力
を
入

れ
て
い
ま
し
た
。
本
市
も
、
各
種
団
体
や
他
産

業
と
の
連
携
に
よ
る
６
次
産
業
化
も
含
め
た
観

光
振
興
と
と
も
に
、
１
次
産
業
の
連
携
振
興
も

必
要
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

緑 
松 

会
大
和
田
順一（
代
表
）、
髙
橋
光
幸
、

髙
橋
俊
彦
、
伊
藤一彦
、
古
川
津
好

米
田
定
男
（
代
表
）、
山
本
榮
、

髙
橋
悦
郎

日
本
共
産
党

市
内
の
文
化
施
設
な
ど
を
視
察

「安比塗漆器工房」にて

福島県大玉村「農村環境改善センター」にて

長崎県雲仙市役所前にて
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　３月定例会は、２月下旬から約３週間開催します。
傍聴希望者は、市役所本庁へ当日おいでください。
希望者には、詳しい日程が決まり次第（定例会初日のおよ
そ３日前）、ファクスでお知らせします。
　詳しくは議会事務局（☎ 76-2111、内線 1323）まで。

3月定例会日程（予定）

議会の動き（10月〜1月） ▶17日　全国市議会議長会基地協議会理事会（議長）
▶24日　一関市議会行政視察対応（議会広報について）
▶26日　岩手県後期高齢者医療広域連合議会11月定例会
▶27日　議会運営委員会、市議会第５回臨時会
▶27日　教育行政懇談会

◎12月
▶４日　議会運営委員会
▶10～16日　市議会平成21年第４回定例会
▶10日　議会広報特別委員会
▶11日　総務・教育民生常任委員会
▶24日　盛岡地区広域行政事務組合12月臨時会
▶25日　議会広報特別委員会

◎１月
▶６日　議会運営委員会、市議会第１回臨時会、議員

全員協議会
▶12日　議会広報特別委員会
▶14日　岩手県市議会議長会臨時総会
▶20日　市議会議員・農業委員会委員合同研修会

◎10月
▶19日　盛岡北部行政事務組合議会第２回定例会
▶27日　盛岡地区広域行政事務組合10月定例会
▶29～30日　議会運営委員会行政視察（山形県南陽

市、長井市）

◎11月
▶４日　全国過疎地域自立促進同盟定期総会（議長）
▶４～５日　議会広報特別委員会行政視察（宮城県

大和町）
▶６日　茨城県小

お み

美玉
た ま

市議会行政視察対応（庁舎建
設について）

▶９日　議会運営委員会、市議会第４回臨時会、教育
民生常任委員会

▶11月10日～11日　宮古市議会・八幡平市議会合同
研修会

▶11日　県市議会議員研修会（盛岡市）

宮古市議会と合同研修会を開催

 サケのふ化状況など視察
　昨年11月10日から11日まで、宮古市議会との
合同研修会を開催しました。
　宮古市と本市は、旧松尾村と旧田老町で行
われていた姉妹都市提携による友好親善の絆
と精神を引き継ぎ、平成18年11月３日に姉妹都
市を締結。産業、教育、文化のほか、災害時にお
ける相互支援を含めた交流を図っています。
　この研修会も、両市議会相互の理解と交流を
深めるため毎年交互に開催しているもので、３年
目となる今回は、サケのふ化状況や、地域団体
商標（地域ブランド）に登録されている真崎わか
めの加工状況などを視察しました。サケふ化場で、担当者から説明を受けました

事
務
局
日
記

　
　

あ
る
方
か
ら
、「
議
会
だ
よ

り
17
号
で
『
松
川
渓
谷
の
玄
武

岩
』
と
あ
る
が
、
あ
れ
は
安
山

岩
で
す
」
と
ご
指
摘
を
頂
き
ま

し
た
。
改
め
て
調
べ
る
と
、
主

に
火
山
岩
に
含
ま
れ
る
二
酸
化

ケ
イ
素
の
割
合
で
分
類
さ
れ
る

そ
う
で
す
。
な
お
、
松
川
渓
谷

の
玄
武
岩
は
、
火
山
岩
の
分
類

と
は
直
接
関
係
な
く
、
柱
状
節

理
が
発
達
し
た
景
勝
地
の一
般

的
名
称
と
し
て
名
付
け
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。
ご
指
摘
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
勇
孝
）


